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7)河逸弘太郎･川本芳 ･野揮謙 ･久保田洋子 ･





























茂原信生･相見 満 ･高井正成 ･本雄一失
く研究概要>
A)束アジアの化石霊長類の進化に関する研究






































































































































































































































































































































集をおこなった (京都大 ･大束 肇､京都大 ･
JamesWakibara.近畿大 ･小清水弘一,スペイ
ン国ピエルナイコ生態学研究所･C.LAladosと
共同研究)｡
C)ヒヒ類の研究
森 明雄
サウジアラビアのマントヒヒの調査を行っ
た｡サウジアラビアのタイフ市のゴミ埋め立て切
に集まる巨大なマントヒヒの群れの行動学的･社
会学的調査を行なった｡今年度は､オスがハーレ
ムをつくるハーディング行動を低年齢のメスに対
しても行なうのに注目し､オスのハーディング行
動とオスのアカンボウや子供に対する世話行動と
の共通性と相違の分析を試みた｡
また､エチオピア南部アルシ州に生息するゲ
ラダヒヒのポピュレーションの研究を引き続き
行っている｡エチオピア北部の集団とは隔離され
たこのゲラダヒヒの小ポピュレーションは､ユ
ニット構成が不安定で､各ユニットの独立性が高
い｡両地域の生態的､社会的特徴の比較を行って
いる｡今年度は泊まり場におけるユニット関係の
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